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発行■特定非営利活動法人鎌倉市市民活動センター運営会議（認定法人）[鎌倉市市民活動センター指定管理者] 

TEL0467-60-4555 FAX0467-61-3928 ■E-mail:npo@chive.ocn.ne.jp ■http:// npo-kama.sakura.ne.jp/uk/ 

■鎌倉市市民活動センター運営会議（以下、運営会議）は、 

市民活動団体支援を目的とするＮＰＯ中間支援組織です 

■運営会議は、鎌倉市 NPOセンター（鎌倉・大船）２館の指定管理者です 

■鎌倉における市民活動の活性化と自立を支援し、共に豊かな地域社会をめざします 

 

特
集
：
「
第
５
期
指
定
管
理
者
に
選
定
」 

         

   

次
世
代
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

 

 

季
節
、
今
年
は
秋
を
感
じ
る
こ
と
な
く
い
き
な
り
冬
に
突
入
し
た
よ
う
な
日
々
を
感
じ
ま
す
ね
。
緊
急

事
態
宣
言
も
明
け
、
鎌
倉
に
も
以
前
の
活
気
が
戻
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
反
面
ま
だ
ま
だ
気
が
抜
け
な
い 

日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
、
成
長
支
援
２
０
２
１
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
「
い
ろ
ん
な
カ
タ
チ
鎌
倉
（
以
下
団
体
）
」
の
活

動
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
中
、
団
体
の
日
々
の
活
動
が
分
か
る
イ
ベ
ン
ト
が
11
月
5
日
（
土
）

～
21
（
日
）
ま
でMUJI

com

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
鎌
倉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
の
設
営
は
手
作

り
感
満
載
で
来
場
者
に
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
与
え
、
幅
広
い
客
層
に
団
体
の
活
動
を
知
っ
て
も

ら
え
て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
団
体
は
次
の
世
代
作
り
（
次
世

代
、
Ｚ
世
代
）
を
行
っ
て
い
る
中
、
こ
の
様
な
機
会
を
通
し
て
、
次
世
代
、
Ｚ
世
代
に
こ
の
団
体
の
活
動 

に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
・
・
・ 

 

さ
て
、
次
世
代
、
Ｚ
世
代
と
い
え
ば
、
先
日
行
わ
れ
た
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
例
年
と
は
違
い
、

野
外
で
行
わ
れ
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画
に
は
次
世
代
、
Ｚ
世
代
の
若
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
知
見 

経
験
を
取
り
入
れ
、
盛
り
上
げ
役
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
様
な
活
動
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
今
後
は
も
っ
と
こ
の
世
代 

が
活
動
に
参
画
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
姿
が
作
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
若
者
も
鎌
倉
で
貢
献
で
き
る
場
所
を
探
し
て
お
り
、
こ
の
様
な
機
会
が
あ
れ
ば
双
方
に
と
っ
て 

も
大
変
素
晴
ら
し
い
活
動
の
場
に
な
っ
て
行
く
の
で
は
・
・
・
。 

 

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
実
現
出
来
て
い
な
い
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
「
若
者
と
企
業
」
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
で
生
ま
れ
、
育
っ
た
若
者
は
、
「
い
か
に
鎌
倉
で
自
分
自
身
貢
献
で
き
る
か
」 

を
日
々
考
え
て
い
る
中
で
、
出
来
れ
ば
鎌
倉
の
企
業
で
働
き
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
・
・
・ 

鎌
倉
に
あ
る
企
業
の
情
報
取
集
す
る
術
が
う
す
く
、
若
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
な
い
。
一
方
で
鎌
倉
に
は

知
ら
れ
て
は
な
い
が
世
界
に
誇
る
企
業
も
あ
る
。
今
後
は
、「
若
者
と
企
業
」の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
し
て
若
者
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、
貢
献
出
来
る
場
所
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
、
ま
た
、
多
く
の
若
者
に
鎌
倉
の
企
業
を
知
っ
て

も
ら
う
場
作
り
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
橋
渡
し
役
を
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 

理
事 

 
 

今
泉
直
也
） 

※
Ｚ
世
代
と
は･

･

一
九
九
〇
年
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
人
を
指
す
。
現
在
の
年
齢
で
十
～
二
一
歳
。 



 

 

   
 

 
 

鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
第
５
期

（
令
和
４
年
４
月
～
令
和
７
年
３
月
）
指

定
管
理
者
候
補
と
し
て
私
共
「
鎌
倉
市
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議
｝（
以
下
運
営

会
議
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
選
定
は
「
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
」（
以
下
選

定
委
員
会
）
の
決
定
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

選
定
委
員
会
は
９
月
２９
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
私
ど
も
運
営
会
議
の
ほ
か
に

１
団
体
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
の
で
両
者
に

よ
る
コ
ン
ペ
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
計
画
書
そ
の
も
の
は
す
で
に
８
月
末

に
提
出
し
ま
し
た
。
当
日
は
ま
ず
私
ど
も

運
営
会
議
が
、
役
員
等
５
名
が
説
明
員
と

し
て
出
席
し
て
選
定
委
員
を
対
象
に
向
こ

う
３
年
間
の
事
業
計
画
の
補
足
説
明
を

１５
分
間
行
い
、
選
定
委
員
の
方
と
の
質
疑

応
答
を
３０
分
間
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も

う
一
つ
の
応
募
団
体
が
同
様
の
説
明
と
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

 

応
募
者
団
体
は
、
も
う
一
方
の
応
募
者

団
体
の
名
前
も
そ
の
事
業
計
画
も
全
く
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

     

応
募
者
団
体
関
係
者
以
外
の
一
般
市
民

の
方
の
傍
聴
は
認
め
ら
れ
て
い
て
、
利
用

登
録
団
体
の
方
等
３
名
の
方
が
傍
聴
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

10
月
中
旬
に
市
役
所
所
管
課
（
市
民
防

災
部
地
域
の
つ
な
が
り
課
）
か
ら
指
定
管

理
者
候
補
と
し
て
決
定
し
た
旨
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
１２
月
の
市
議
会
で
の
議
決
を
経
て
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
さ
れ
る
段
取
り
で

す
。 

    

な
お
今
回
の
指
定
管
理
者
選
定
委
員
の

方
は
次
の
５
名
の
方
で
し
た
。 

 

・
委
員
長 

土
屋 

真
美
子
氏
（
日
本
女

子
大
学
家
政
経
済
学
科
非
常
勤
講
師
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ぽ
っ
と 

理
事
） 

 

・
副
委
員
長 

相
川 

誉
夫
氏
（
社
会
福

祉
法
人
鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会 

常
務

理
事
） 

 

・
委
員 

石
渡 

孝
二
氏
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会 

会
長
） 

 

・
委
員 

丸
尾 

恒
雄
氏
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
タ
ウ
ン
サ
ポ
ー
ト
鎌
倉
今
泉
台 

理
事
長
） 

 

・
委
員 

矢
野 

直
子
氏
（
東
京
地
方
税

理
士
会
鎌
倉
支
部 

税
理
士
） 

 

     

本
年
度
第
２
回
全
員
会
議
を
開
催
し
ま

し
た 

 
 
―
―
―
―

 

２３
名
が
出
席 

  

１０
月
３０
日
（
土
）
１５
時
か
ら
１７
時

に
玉
縄
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
本
年

度
第
２
回
の
全
員
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
完
全
に
脱
却
で
き
て

い
な
い
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
２３
名

の
会
員
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

初
め
に
石
川
理
事
長
か
ら
、
今
期
上

半
期
の
活
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

上
半
期
の
活
動 

―
―

理
事
長
の
説
明
内
容 

 

・
昨
年
に
続
き
、
今
期
も
９
月
１
日
付

で
事
務
局
職
員
３
名
を
新
規
採
用
し
た 

・
事
務
局
次
長
職
を
設
け
た 

・
専
門
相
談
員
制
度
を
新
設
し
、
５
名

に
委
嘱
し
た 

・
相
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
（
上
半

期
２
回
、
下
半
期
１
回
） 

・
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
層
の

充
実
を
図
り
、
合
わ
せ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
環
境

の
整
備
を
図
っ
た 

・
嘱
託
も
し
く
は
業
務
委
託
に
よ
り
会

員
以
外
の
方
か
ら
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確

保
し
た 

・
理
事
の
在
任
期
間
制
限
の
緩
和
の
た

め
に
定
款
を
変
更
し
た 

・
役
員
選
挙
管
理
規
定
を
改
訂
す
る
予

定
で
あ
る
（
運
営
会
議
役
員
に
立
候
補

す
る
に
あ
た
っ
て
は
会
員
歴
１
年
以
上

の
会
員
３
名
の
推
薦
を
必
要
と
す
る
） 

・
団
体
正
会
員
の
廃
止
（
定
款
変
更
を

要
す
る
の
で
次
期
総
会
に
て
提
案
の
予

定
） 

・
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
講
座
を
自
主
事
業
と
し
て

上
半
期
に
計
５
回
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
鑑
み
、
団
体
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
確
保
並
び
に
市
民
団
体
と
し
て

令
和
４
年
４
月
か
ら
３
年
間 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
第
５
期
指
定
管
理
者
に
選
定 

 



 

 

市
民
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
促
進
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
取
り

組
ん
だ
。
下
半
期
に
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

主
催
の
手
引
き
を
テ
ー
マ
と
し
て
指
定

管
理
事
業
と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。 

 

・
第
５
期
指
定
管
理
者
と
し
て
応
募
し

た 

 

指
定
管
理
者
選
考
委
員
会
で
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
容
を
確
認 

 

続
い
て
、
入
江
麻
里
子
副
理
事
長
か

ら
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
（
つ
な
が

り
を
固
め
、
つ
な
が
り
を
広
め
る
ー
ー

鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
応
募
に
当
た
り
）
を
用
い
て
、
９

月
２９
日
の
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

で
の
事
業
計
画
補
足
説
明
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
再
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

４
グ
ル
ー
プ
で
グ
ル
ー
プ
討
議 

 

続
い
て
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
市
民
活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う

ー
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に

運
営
会
議
と
し
て
何
を
し
た
ら
良

い
？
」
で
す
。 

 

グ
ル
ー
プ
討
議
で
出
た
主
な
意
見 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
希
望
者
に
希
望

通
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
案
内
す

る
こ
と
が
大
事 

・
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
体
験

ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希

望
者
を
募
っ
た
ら
ど
う
か 

・
一
般
市
民
に
市
民
活
動
を
理
解
し
て

も
ら
う
に
は
HP
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
の

活
用
が
有
効 

・
利
用
登
録
団
体
懇
話
会
を
内
容
あ
る

も
の
に
し
て
市
民
活
動
団
体
同
士
が
つ

な
が
る
よ
う
に
す
べ
き 

・
セ
ン
タ
ー
施
設
が
他
市
に
比
べ
あ
ま

り
に
も
貧
弱
。
こ
れ
を
何
と
か
す
べ
き
。 

  

部
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す 

 

運
営
会
議
に
は
部
会
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ン
ド
部
会
、
協
働
事
業
推
進
部
会
、

相
談
部
会
で
す
。
い
ず
れ
の
部
会
も
部
会

員
を
募
っ
て
い
ま
す
。 

 

フ
ァ
ン
ド
部
会
は
利
用
登
録
団
体
に
対

す
る
活
動
資
金
助
成
の
仕
組
み
で
あ
る

「
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
」
の
運
営
を
担
っ

て
い
ま
す
。
応
募
団
体
の
募
集
、
選
考
委

員
会
や
活
動
報
告
会
の
運
営
が
主
な
活
動

で
す
。
毎
年
１１
月
３
日
に
選
考
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
選
考
委
員
は
利
用
登
録

団
体
の
役
員
や
学
識
経
験
者
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。 

 

フ
ァ
ン
ド
部
会
や
「
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン

ド
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

  

協
働
事
業
推
進
部
会
は
、
文
字
通
り
鎌

倉
市
と
の
協
働
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を

任
務
と
し
て
い
ま
す
。
常
時
、
市
役
所
の

「
地
域
の
つ
な
が
り
課
」
と
情
報
交
換
・

意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。 

 

協
働
事
業
部
会
の
活
動
、
協
働
事
業
の

実
績
等
は
HP
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

ま
た
相
談
部
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格

取
得
・
助
成
金
・
補
助
金
等
の
申
請
に
つ

い
て
助
言
や
支
援
の
活
動
を
し
た
い
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
れ
ま
す
！ 

―
―

第
３
回
地
域
共
生
社
会
推
進

全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
か
ま
く
ら
」 

 
令
和
３
年
11
月
18
日
と
19
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
生
配
信
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
「
第
３
回
地
域
共
生
社

会
推
進
全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
か
ま
く
ら
」
が

YouTube

鎌
倉
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
録

画
配
信
さ
れ
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
す
。 

【
開
会
式
】 

【
基
調
講
演
「
安
心
安
全
な
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
創
成
」
】（
慶
應
義
塾
大
学
教
授 

村

井
純
氏
） 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
メ
イ
ン

テ
ー
マ
）
「
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
」
】 

【
鎌
倉
の
取
組
紹
介
】
（
鎌
倉
海
藻
ポ
ー

ク
、
鎌
倉
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
、
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
す
鎌
倉
市
の
取
組
） 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
サ
ブ
テ

ー
マ
①
）
「
多
様
な
社
会
参
加
で
、
安
心

し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く

る
」
】 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
サ
ブ
テ

ー
マ
②
）
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
声
と
つ
な
が
り
、

社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
に
は
」
】 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
サ
ブ
テ

ー
マ
③
）
「
災
害
時
に
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
た
め
に
～
福
祉
、
防
災
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
連
結
～
」
】 

 

詳
し
く
は≪

鎌
倉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ≫

市
政
情
報≫

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
問
い
合
わ
せ
先
は
次
の
通
り
で
す
。 

所
属
課
室
：
共
生
共
創
部
地
域
共
生
課
く

ら
し
と
福
祉
の
相
談
担
当 

 



 

 

                  

 

 
運営会議は会員によって支え
られています。入会随時です。 
 
〈会費〉 
正 会 員  
個人正会員 2,000円 
団体正会員 3,000円 

賛助会員  
個人1,000円、2口以上 
団体1,000円、３口以上 

 正会員数   87名 
 団体正会員数   13団体 
 賛助会員数   16名 
賛助団体数  181団体 

 （12月1日現在） 

 

 
 

 

会 員 募 集 

「Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
よ
、
あ
り
が
と
う
」 

感
染
リ
ス
ク
の
軽
減
や
遠
隔
地
で
も
映
像
画

面
を
共
有
で
き
る
便
利
さ
か
ら
使
用
者
が
増
え

た
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
。
今
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

の
代
名
詞
と
も
い
え
ま
す
。
す
で
に
体
験
さ
れ

た
と
い
う
方
も
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
？ 

私
が
主
宰
す
る
「
鎌
倉
検
定
歩
き
学
び
塾
」

で
も
こ
の
四
月
か
ら
講
座
ス
タ
イ
ル
を
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
開
催
に
変
え
、
コ
ロ
ナ
で
中
断
し
て
い
た
活

動
を
再
開
す
る
き
っ
か
け
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
団
体
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ―
シ
ョ
ン
の

一
つ
と
し
て
、
ま
た
、
定
員
以
上
の
参
加
者
を

見
込
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
こ
れ
か
ら

の
会
の
活
動
を
飛
躍
的
に
活
性
化
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 

運
営
会
議
で
は
一
般
の
方
を
対
象
と
し
て
、

四
月
か
ら
九
月
ま
で
毎
月
二
回
の
連
続
講
座

「
さ
ぁ
、
今
こ
そ
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
行
い
、
参
加
者

は
延
べ
63

人
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。
一
人

3
,0

0
0

円×

63
＝1

8
9
,0

0
0

円
！
今
年
の
運
営

会
議
（
自
主
事
業
）
の
大
黒
柱
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
す
ね
。 

参
加
者
に
動
機
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、「
自

宅
で
で
き
る
体
操
教
室
参
加
の
た
め
」、
「
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
は
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
け
ど
、
基

本
操
作
か
ら
順
に
教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
を
探

し
て
い
た
」、「
以
前
、
こ
こ
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

に
通
っ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
の
側
に
立
っ
て
熱

心
に
指
導
し
て
く
れ
た
。
今
回
も
き
っ
と
そ
う

だ
ろ
う
と
思
っ
て
参
加
し
た
」
な
ど
。
密
を
避

け
る
コ
ロ
ナ
禍
と
は
い
え
、
人
か
ら
じ
か
に
教

え
て
も
ら
う
大
切
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。 

      

鎌倉市市民活動センター運営会議は「認定NPO法人」格を取得しています 

“あなたのご寄附が、鎌倉の街を元気にします” 

ご寄附いただいた場合、「寄附金控除」制度が適用され、確定申告で税金の還付が受けられます 

お問い合わせはＮＰＯセンターまで！！ 

 
 
 
 
 
 
 

皆
様
、
初
め
ま
し
て
。 

９
月
に
正
会
員
と
し
て
入
会 

い
た
し
ま
し
た
八
木
と
申
し 

ま
す
。
戸
塚
か
ら
台
に
移
住

し
て
六
年
半
に
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
に
漠
然
と

考
え
た
人
生
設
計
で
、
元
気
な
内
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
度
、
ご
縁
が
あ
っ
て
入
会
い
た
し
ま

し
た
。
理
事
長
様
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い

て
フ
ァ
ン
ド
部
会
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。 

 

秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
機
会
に
恵
ま
れ
て
、

す
で
に
多
く
の
皆
さ
ん
と
お
知
り
合
い
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鎌
倉
の
市
民
活
動
に
関

わ
る
団
体
の
数
と
活
動
内
容
の
多
様
性
に
驚

き
、
皆
さ
ん
が
活
動
に
注
が
れ
て
い
る
情
熱
に

敬
服
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
市
民
活
動
と
い
う
視
座
を
得
て
、
何

が
大
切
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
素
朴
な
感
性
が

磨
か
れ
て
い
く
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
、
先
輩
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
活
動
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
、
今
感
じ
て
い
る
初
心
を
忘
れ
ず
に
、

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

八
木 

正 

ご
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
す
る
こ
と
で
、
明
日

か
ら
ご
自
分
で
操
作
で
き
る
よ
う
な
実
践
的
な
講
座

で
す
。
未
体
験
の
方
、
ぜ
ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
世
界
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
・
・
・
・ 

な
お
、
二
月
に
は
本
年
度
の
締
め
く
く
り
の
講
座

と
し
て
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ホ
ス
ト
役
徹
底
講
座
」 

を
指
定

管
理
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

来
期
以
降
も
引
き
続
き
、
パ
ソ
コ
ン
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
、

ス
マ
ホ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
関
連
講

座
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。 

別
項
で
紹
介
し
て
い
る
「
第
３
回
地
域
共
生
社
会

推
進
全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
か
ま
く
ら
」
で
村
井
先
生
が

協
調
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
に
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
中
間
支
援
組
織
の
立
場
と
し

て
、
市
民
活
動
団
体
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
遅
れ
な
い
よ

う
に
、
市
民
の
誰
一
人
も
置
い
て
き
ぼ
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。（
大
津
理
津
子
） 

  


